


any（エニー）とは、ラテン語の「新芸術（=ars nova）」と「山口（yamaguchi）」の頭文字を組み合わせた言葉です。
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03  　音楽の贈りもの
 「DYNAMIC 賢者の音Ⅱ
   亀井聖矢ピアノ・リサイタル」
 「ウクライナ国立
   フィルハーモニー交響楽団 山口公演」

08  any通信
◎アーティストボイス 辻本 玲 （チェロ奏者）
◎お先に試写しました 「アアルト」（監督：ヴィルピ・スータリ）
◎読書の窓 甲斐みのり 『はじめましての郷土玩具』
◎映画と  『流離の岸』プレスシート
◎ any music  折坂悠太 「あけぼの（2023）」

ピックアップイベント

10  山口情報芸術センター
バック・トゥ・バック・シアター 「影の獲物になる狩人」
オーストラリア発の世界的先駆者が山口初上陸

開館20周年シンポジウム
YCAMオープンラボ2023 「もうひとつの学び場」
開館20周年を迎えたYCAM、その向かう先は─

 中原中也記念館
企画展Ⅱ 「中也と短歌」
あまり知られていない中也の短歌を紹介

山口市民会館
第2回 わくわく寄席
本場の寄席が山口に!

yab山口朝日放送開局30周年記念特別公演 
スーパー戦隊スペシャルライブ2023 山口公演
大人気 ! あの王様たちがステージの上に大集合 !

13  木ノ下裕一インタビュー
木ノ下歌舞伎「勧進帳」

1 4  イベントカレンダー　10～12月
INFORMATION

山口市文化振興財団の企画のなかでもクラシックコンサートが充実している今年度。
とくにany編集部がお薦めするのはクリスマスを前後して立て続けに山口市民会館で行われる2つの演奏会です。

この12月、あなたのもとへ届くのはどんな音楽の贈りものなのでしょう。
本特集ではこの注目の2つの演奏会について、それぞれインタビューでご紹介します。
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音 楽 の 贈 りも の
Kamei Masaya
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亀井聖矢　KAMEI Masaya
2022年、ロン=ティボー国際音楽コンクールにて第1位を受賞。併
せて「聴衆賞」「評論家賞」の2つの特別賞を受賞。2001年生ま
れ。4歳よりピアノを始める。19年、第88回日本音楽コンクールピア
ノ部門第1位、及び聴衆賞受賞。第43回ピティナ・ピアノコンペティ
ション特級グランプリ、及び聴衆賞受賞。22年、マリア・カナルス国
際ピアノコンクール第3位受賞。ヴァン・クライバーン国際ピアノコン
クールセミファイナリスト。これまでに、N響、読響、東響、東京フィル、
日本フィル、新日本フィル、東京シティフィル、関西フィル、京響など、
国内の主要オーケストラと共演。テレビ朝日「題名のない音楽会」、
NHK「クラシック倶楽部」などメディア出演も多数。愛知県立明和
高等学校音楽科を経て、飛び入学特待生として桐朋学園大学に入
学し、23年3月に同大学を首席で卒業。23年には、文化庁長官表
彰（国際芸術部門）、出光音楽賞、岐阜県芸術文化奨励賞、愛知
県芸術文化選奨文化新人賞を受賞。21~22年度公益財団法人
ロームミュージックファンデーション奨学生。第51回公益財団法人
江副記念リクルート財団奨学生。
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でも、テクニック的に難しい作品でなくて
も、自分の心を反応させていくのは可能
だし、音数が少なくなればなるほど、その
サイクルを作り出すことが難しくなって
いくと僕は思うので、今後はそういう「難
しくない」作品で自分の感情をいかに引
き出して、それをどうやってお客さんに伝
えていくか、というところを深めていけた
らいいなと思っています。

超絶技巧曲を難なく弾けるのには秘訣が

あるのでしょうか?

生まれつき手が大きかったことがありま
す。赤ちゃん用の手袋が入らなかったそ
うです。あとは、小さいときからそういう
曲が好きだったので、弾いているうちに
広がった部分もあると思います。

演奏のモチベーションはどのようにして

保っていらっしゃるのでしょうか?

僕は謎解きが大好きなのですが、そのお
もしろさは演奏にも通じます。謎解きは
高校生の頃にテレビで見ておもしろいと
思い、自分でも作るように。解く側として
は、無理難題を突き付けられた時、ひらめ
いたり情報整理して、ストーリーやたった

1つの突破口を突き詰めていくのですが、
どこかに伏線が隠されていたり、ちょっと
だけ発想をひねってみることで答えが見
つかる、そのひらめいた瞬間が気持ちよく
て。作る側としては、「あ～、その手があっ
たか」という反応がもらえるのが嬉しい
し、自分が創り出したもので誰かに驚き
や感動を与えることができる。そういうと
ころに僕は喜びを感じます。それは、お客
さんに演奏を聴いてもらう時のモチベー
ションにも通じています。

留学先から一時帰国しての山口公演。今

回のプログラムの聴きどころは?

今回はこれから新たに取り組んでいく
ショパンの作品と、僕の大好きなレパート
リーから構成します。
今回披露する「お手をどうぞ」はショパ
ンのかなり初期の作品で、技巧的な部分
が詰まった変奏曲。有名なメロディーが
様々な形で繰り返されていく、ショパン
の作品の中でも一番難しいともいえる曲
です。でも、とても聴きやすく、メロディー
もすごく楽しい作品で、お楽しみいただ
けると思います。ショパンの「舟歌」は、
逆にかなり後期の作品で、みなさんよく

◎上質な爆音で満たされました。こだわりの音をありがとう。 （台Y祭  ライブコンサート「美麗島Underground」より）

◎草野先生の追悼の詩が、とても心にきました。 （特別企画展「草野心平と中原中也」より）
◎食べるもの、作り方など、食に関してどうあるべきか考えるきっかけになりました。 （「The Flavour of Power」展より）

◎プレイヤーが現役だった頃はどんなレコードを鳴らしていたのか色々と想像を掻き立てられました。 （大友良英+青山泰知+伊藤隆之「without records」展より）

耳にするキャッチーなメロディーで、充
実感に溢れた素敵な作品です。「お手を
どうぞ」とはまた違ったショパンらしい
一面をお届けできるのではないかなと思
います。

リストの「ノルマの回想」は、僕自身大好
きでこれまでに何度も弾いてきた作品で
す。ベッリーニ作曲のオペラ「ノルマ」が
もとになっていて、そこからリストがいい

ところのメロディーを抽出して、ぎゅっと
15分間にまとめたような濃密な作品。2時
間分のオペラを観たような充実感があり、
技術的にも難しく聴き応えもある作品で、
ぐっと惹きつける15分間になるのでは。
自分の熱量をフルに注ぎ込んで演奏でき
たらなと思います。

山口のお客さんに、一言メッセージをお

願いします。

今回、山口へ初めて行けるということで、
すごく楽しみにしています。みなさんにも
温かく迎え入れてもらえるといいなと
思っています。今回は僕がすごく好きな、
聴き応えのある作品をお届けします。ク
ラシックと気張らずに、ラフに楽しんで聴
いていただけたらと思います。

亀か
め

井い

聖ま
さ

矢や

5月から8月にかけて行われた全国12公

演の凱旋リサイタルツアーを振り返って

みて、いかがでしたか? 

この3カ月間のツアーを通して、自分に
とって良い成長の機会になったなと思い
ます。ツアー中も多方面からレッスンを受
け、自分でも楽譜がぐちゃぐちゃで見えな
くなるくらい研究もしました。今できる最
善の形で演奏会を迎えられるように準備
して、全て出し切ったけれど、それでもま
だまだ自分の中に伸びしろがあると思う
し、勉強すればするほどしたいことがどん
どん出てきています。
ツアーでは初めて行くところも多く、それ
ぞれのホールの響きにあわせてピアノの
一番いい音を鳴らせるように意識しなが
らリハーサルや練習を行いました。会場
によって響きも反応も違いましたが、どこ
も温かいお客さんが多く、結果的にどの
公演も楽しかったです。

亀井さんといえば、超絶技巧。ピアノ史上

最難曲とも言われる作品をレパートリーに。

超絶技巧曲に挑む理由は?

音数が多くテクニック的にも難しい、とに
かく色んなことを考えないといけない必
死の状態だと、どんどん自分の体の熱が
上がっていきます。自分の心が動いて、そ
こから出てくる音を自分の耳が聴いて、そ
こでまた自分の心が反応して、また次の
フレーズに反映されて…というサイクル
ができるのが、すごく楽しくて。また聴く
側としても、そういう作品を聴くときに楽
しいと感じるので、あえて選んで弾くこと
が多いです。

 「DYNAMIC 賢者の音Ⅱ  亀井聖矢 ピアノ・リサイタル」
2023年12月17日（日） 14:00開演 （13:15開場）　山口市民会館　大ホール
［チケット情報］any会員先行　9月30日（土）～／一般発売　10月7日（土）～
［料金］全席指定　前売　一般 3,500円／any会員 3,000円／ペア 6,600円／学生 1,500円
　　　　　　　　当日　一般 4,000円／学生 2,000円　
※any会員は1会員2枚まで、当日券は割引対象外　※5歳以上入場可

［曲目］ショパン：舟歌 嬰へ長調 作品60／ショパン：「ドン・ジョバンニ」の『お手をどうぞ』による変奏曲 変ロ長調 作品2

　　　ベッリーニ＝リスト：「ノルマ」の回想　ほか
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自分が創り出したもので
誰かに驚きや感動を
与えることができる。
そこに喜びを感じます。

K
am

ei M
asaya

昨年11月にロン＝ティボー国際音楽コ

ンクールで見事優勝されました。その時

のお気持ちは? 

演奏しているときは結果のことは全く気
にせず、そのステージを楽しもうという気
持ちで臨みました。結果はどう転んでも
自分は満足だなという演奏ができて、そ
の時点でもう幸せだったので、結果がも
らえたときはほっとしました。実は発表が
全部フランス語だったので聞き取れなく
て、しばらく何位だったのか分からず、英
語で耳打ちされて、やっと1位だったん
だと分かって（笑）。
でも、これが最終目標ではなく、一つの通
過点。これを機に海外で演奏させてもら
える機会が増えたり、国内での活動も幅
が広がり、一段階ステップアップする重
要な一歩だったなと思います。
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今回どんなところに注目してコンサート

を聴いていただきたいですか？

前半はドヴォルザークの第8番「イギリ
ス」を演奏します。ドヴォルザークはチェ
コ出身の作曲家。ボヘミアの田舎の風景
を感じさせ、チェコ風の明るく抒情的なと
ころが聞きどころだと思います。
そしてなんといっても、ウクライナから楽
団を呼ぶということは、いまある戦争のこ
とは切っても切り離せません。後半のベー
トーヴェンの「第九」に関しては、上手下
手は関係なく、とにかく世界平和を願って
ウクライナの方々と同じステージに立ち、
みんなで気持ちをひとつにして歌う、とい
うことがとても意義のあることだと思って
います。聴きに来られるみなさんも、ス
テージからあふれてくる「平和」への願い
を感じ取っていただければと思います。
また、今回ソリストの一人として出演さ
れるアルト歌手の秋本悠希さんは英国
王立音楽院で学ばれた才能あふれる逸
材で、実は山口県にゆかりのある方です。
合唱団の活躍とあわせて注目してお聴き
ください。

0706

◎展示室の構成が素敵で引きこまれた。スゴロクがおもしろかった。 （テーマ展示「詩集『山羊の歌』」より）
◎山口で台湾の地下バンドを見る機会があるとは思わなくて驚いた。 （台Y祭  ライブコンサート「美麗島Underground」より）

◎バイオリンの方が特に楽しそうに演奏されるので、こちらも嬉しくなりました。 （「ジブリの思い出がいっぱい  オーケストラによるドリームコンサート」より）

◎虫が鳴いているみたいでおもしろかった。鉄道みたいな音もした。 （大友良英+青山泰知+伊藤隆之「without records」展より）

なぜ、ウクライナ国立フィルハーモニー交

響楽団を山口に呼ぼうと思ったのでしょ

うか？

山口市では、第一線で活躍する大規模な
オーケストラの演奏を生で聴く機会はな
かなかありません。なので、世界屈指の
オーケストラを山口市に呼びたかったと
いうのが一番の理由です。世界を代表す
るオーケストラをここ山口に呼びたいと
いうのは念願でした。山口市に来てもらっ
て、多くの人に演奏を聴いてもらいたい、
山口市民に喜んでもらうことができれば、
それが文化の発展にもつながっていくと
考えています。
折しも、このお話をいただいたときはロシ
アによるウクライナ侵攻が始まり、大変な
想いをされているウクライナの人々の様
子が毎日のように報じられている時期で

した。そんな戦禍の真っ只中にありながら、
このオーケストラが来日することを知り、
ぜひ山口にという思いを強くしました。「第
九」でウクライナの方と一緒に歓喜の歌を
歌うことで、ウクライナの支援のひとつに
なればいいなという思いもありました。

「第九」を歌うのは、新しく公募で集まっ

た市民による合唱団。練習の様子はいか

がでしょう？

今回、市民で結成した合唱団（ウクライナ
国立フィルハーモニー交響楽団山口公演
第九合唱団）の合唱指導をお願いした中
野幸郎さんはもともとは中学校の音楽教
師で、合唱指導もずっとされてきた方。指
導者として大変優れている方であり、と
ても情熱的でお話もお上手です。合唱団
メンバーの中には、中野さんファンの方も
多くいらっしゃるんですよ。
練習は5月13日から開始し、月2回ほど
山口市民会館に集まって、パート練習、
全体練習に加え、山口大学の名誉教授エ
ムデ・フランツさんにドイツ語指導もして
いただいています。全部で20回の練習を
重ねる予定で、現在、半分くらいの練習
が終わったところです。徐々に美しい
ハーモニーが生まれていて、12月29日の
本番には聴衆のみなさんに感動して帰っ
てもらえるくらいになると信じています。

合唱団にはどんな方々が集まっているの

でしょう？

中学生と高校生が50名ほど、あとは社会
人の方やシニアの方が90名ほどいらっ
しゃって総勢140名で結成されています。
中には、親子で参加してくださっている方
も数組。そして半分以上の方が「第九」を
合唱団として歌うのは初めて。みなさん

 「ウクライナ国立フィルハーモニー交響楽団  山口公演」
2023年12月29日（金） 14:00開演 （13:00開場）　山口市民会館　大ホール
［チケット情報］発売中
［料金］全席指定　S席 一般 7,000円／学生 3,500円　A席 一般 6,000円／学生 3,000円
※any会員は一般料金より各500円引（1会員4枚まで、当日券は割引対象外）　※未就学児入場不可

［曲目］ドヴォルザーク：交響曲 第8番 ト長調 作品88 B.163 「イギリス」／ベートーヴェン：交響曲 第9番 二短調 作品125 「合唱付き」
［出演］アントニー・ケドロヴスキー（指揮）、テチアナ・ガニーナ（ソプラノ）、秋本悠希（アルト）、ドミトロ・クズミン（テノール）
　　　セルギィ・マゲラ（バス）、ウクライナ国立フィルハーモニー交響楽団山口公演第九合唱団（合唱）

◎泣きそうになりました。ずっとドキドキがとまらなくて。さいこーでした。 （ハイバイ「再生」より）
◎ジブリがもっと好きになった。 （「ジブリの思い出がいっぱい  オーケストラによるドリームコンサート」より）

◎一緒に大旅行をしている気分になりました。 （夏休みお楽しみシアター「アナのはじめての冒険」より）
◎セリフがないのに声が聞こえてきました。 （夏休みお楽しみシアター「ペック」より）

松
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本番に向けて個人個人でも日々練習され
ています。最初はちゃんと人数が集まる
のか心配していましたが、とんでもない。
山口市民の方の中に「第九を歌いたい、
歌ってみたい」と思っている方がこんなに
も多いことに驚かされました。

それだけ熱意のある方が集まったのであ

れば、12月の本番が終わってすぐ解散し

てしまうのは寂しい気もします。

そうなんです。集まって練習されるみなさ
んの姿をみていると、こういった活動はと
ても大切だなと感じます。12月の本番だけ
にとどまらず今後もどうにかして活動を維
持できないかと考えています。このような
場があることで様々な関係性が広がり、み
なさんの生活が心豊かなものになってい
くのではないか。そういう場をどうやって
継続的に作っていくか、山口市民会館が
市民のみなさんにとってどのような存在で
あるべきか、いま模索しているところです。

ほかにも様々な協力を得て、当日を迎え

るとお聞きしましたが…。

なんとしてもこの公演を成功させたいと、
山口に本社がある株式会社ユニクロに相
談したところ、ユニクロが掲げる世界平
和を願う活動と合致して、今回特別協賛
をいただくことに。なんと山口公演の記念
オリジナルデザインTシャツ（公演当日に
しか買えない限定商品）を作って販売し
ていただくことになりました。これは一市
民としても大変嬉しいこと。
また、美祢市出身で世界的に活躍をされ
る切り絵作家の久保修さんとご縁をいた
だき、彼がデザインしたウクライナにまつ
わる切り絵のステッカーや絵はがきを来
場者にプレゼントしたいと考えています。

National Philharmonic 
Society of Ukraine Ky iv

合唱の練習風景

絵はがき

ステッカー

ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

グ
ッ
ズ
を
来
場
者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
：
切
り
絵
作
家
・
久
保
修

世界屈指の
オーケストラを
山口市に
呼びたかった。

 「平和」への願いを
感じ取っていただければと
思います。

東
欧
の

名
門
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
贈
る

 「
歓
喜
の
世
界
」へ
!!

公演当日、
記念Tシャツを
販売します!
【限定700着】

1,500円（税込）
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◎震災時の状況などその場にいた人の目線で知ることができた。 （企画展「中原中也と関東大震災」より）
◎山口と台湾の深いつながりについて、もっと知りたくなりました。 （台Y祭  トーク「台湾と山口の万華鏡」より）

◎だんだんメイクが取れて、服が脱げてきて、素顔に近くなって夢がさめていくみたいでした…。 （ハイバイ「再生」より）
◎くらげのところがたのしかった!!  （夏休みお楽しみシアター「アナのはじめての冒険」より）

◎映像の完成度が高く見入ってしまった。 （「The Flavour of Power」展より）

◎パフォーマーの動きと文楽の人形のCGには惹きつけられるものがありました。 （「浪のしたにも都のさぶらふぞ」展より）
◎2歳の子が夢中になって見ていました。 （大友良英+青山泰知+伊藤隆之「without records」展より）

◎明るい5人の歌声が楽しかったです。 （「ジブリの思い出がいっぱい  オーケストラによるドリームコンサート」より）

辻本 玲　TSUJIMOTO Rei

東京藝術大学音楽学部器楽科を首席で卒業。その後、シベ
リウス・アカデミー（フィンランド）、ベルン芸術大学（スイス）に
留学。09年ガスパール・カサド国際チェロ・コンクール第3位入
賞（日本人最高位）、11年にサントリーホール他5大都市でデ
ビュー・サイタルを開催。ソロ活動と並行して、サイトウ・キネン・
オーケストラほか、室内楽にも多数参加。現在、NHK交響楽
団首席チェロ奏者。

坂本龍一の名作を 
山口の名跡で再展示！

音楽家の坂本龍一が、2013年にYCAMで制

作・発表したインスタレーション作品《Forest 

Symphony》が現在、常栄寺雪舟庭で展示

公開中です。世界各地の樹木の生体データ

からサウンドを生成する作品。本作品がとも

にあることで山口が誇る史跡のひとつである

常栄寺、そしてそこから眺める「雪舟庭」の

風景を、新しい景色へと変えていくことでしょ

う。その変容する様を、移ろいゆく季節とあわ

せてお楽しみください。

心平と中也の言葉を 
朗読とトークで体感
去る8月19日、中原中也記念館特別企画展

「草野心平と中原中也」の関連イベントとし

て、朗読＆トーク「心中、詩スルモノアリ――

いき・かえる・うた」が、クリエイティブ・スペース

赤れんがにて開催されました。詩の朗読を重

視した中也と心平にちなんで、前半は、詩人

の桑
くわ

原
はら

滝
たき

弥
や

さんが、心平の詩と中也の詩を

16篇朗読。大声で叫んだり、マイクを使って

辻本 玲
（チェロ奏者）

期待をはるかに上回る濃密な時間でした。

昨年度から新たに始まったクラッシクのコンサートシリーズ「DYNAMIC賢者の音」。その第一弾として
お招きしたチェロ奏者の辻本玲さんと、彼が信頼を寄せるヴィオラの鈴木康浩さん、ピアノの津田裕也
さんによる演奏会は、その質の高さで聴衆を大いに魅了。また人柄が伝わる和やかなトークも大変好
評でした。さて、辻本さんは山口での演奏会をどう感じられたのでしょう?

1月は「DYNAMIC賢者の音 I～辻本玲と

仲間たち」で山口市での演奏が実現しました！ 

今回の演奏会はプログラミングからメンバー決

めまで任せていただき、私が絶対的な信頼を

寄せるヴィオラの鈴木康浩さんとピアノの津

田裕也さんにお願いしました。鈴木さんは私が

学生のころから共演の機会が多く、良き兄貴

としてたくさんのことを学ばせていただき、津田

さんは東京藝大のときの尊敬する先輩です。

リハーサルの前から期待が高まるばかりでし

たが、その期待をはるかに上回る濃密な時間

でした。このような内容の濃い室内楽には

なかなか巡りあうことは稀で、その演奏を山

口のみなさまにお届けできたことはすごく嬉

しいことです。演奏会と合わせて、前日には

ニューイヤーバンドフェスティバルの閉会式

でも演奏させていただき、その後は山口市

の中高生からなる弦楽部への指導も。少し

でも多くのことを吸収しようとする若き音楽

家たちにアドバイスさせていただき、楽しい

時間となりました。ここから山口県出身の新

たな音楽家が生まれたらいいなと思います。

弥次郎系、津軽系、鳴子系…、さて一体何を指す言葉でしょうか。正解は「こけし」です。竹製のザルを被っ
た張り子の犬は「竹」+「犬」で「笑」の字を表しているとのこと。また郷土玩具の形を模したものなど、ゆ
かりのあるお菓子も本書の中で紹介されていて、どれも美味しそうです。郷土玩具の多くは、それぞれの土
地で入手しやすい素材を基に工夫を凝らして作られていて、子どもの健やかな成長を願う思いが込められ
ています。手にすると何故かあたたかな気持ちになるのはそういった背景があるからでしょう。中には残念
ながら作り手がいなくなったものもありますが、一時期途絶えていたけれど新たな形で復活したものもありま
す。レトロなようで新しくも感じられる奥深い郷土玩具の世界を楽しめる一冊です。

重江里香（山口市立中央図書館　職員）

『はじめましての 
郷土玩具』
甲斐みのり 著／中村浩訳 監修
2015年／グラフィック社

小声でささやいたり、ときに会場内を走り回っ

たりしながら、心平と中也の詩を全身で表現

していきます。そんな桑原さんならではのパ

フォーマンスに観客は圧倒されました。

後半では、桑原さんと、中原中也記念館の

館長・中原豊、特別企画展を担当した学芸

担当職員の原明子の3人で、アフタートーク

を行いました。話題は、心平の故郷・福島と

中也の故郷・山口との風土の違いから、視覚

的な詩をどう朗読するのか、朗読する詩と展

示で紹介する詩の選び方の違いなど多岐に

わたり、まさに心平と中也の詩を体感するひ

とときとなりました。

photo: 山中慎太郎（Qsyum!）

朗読パフォーマンスの様子

© KING RECORD

【あらすじ】 フィンランドを代表する建築家・デザイナー、アルヴァ・アアルト(1898-1976）。不朽の名作として名高
い「スツール60」や自然との調和が見事な「ルイ・カレ邸」など、優れたデザインと数々の名建築を生み出したア
アルトのデザイナーとしての人生を突き動かしたのは一人の女性だった…。フィンランドの新鋭ヴィルピ・スータリ
が、アアルトの知られざる素顔を躍動感溢れるタッチで描き出したドキュメンタリー作品。

 「アアルト」
（2020年／フィンランド／103分／カラー）
［監督］ヴィルピ・スータリ

らのメッセージとも受け止められる作品です。

20年前、日本を代表する建築家、磯崎新氏

が設計し、開館したYCAM。中央公園から、

山 を々イメージしたYCAMの屋根の曲線美

と一緒に、空と芝生をフレームに納めれば、

誰でも美しい写真を撮ることができます。それ

は建築家の存在を感じる瞬間でもあります。

前原美織（YCAMシネマスタッフ）

フィンランドを代表する建築家でデザイナー

のアルヴァ・アアルトをご存知でしょうか。彼

は第二次世界大戦で90%を破壊されたフィ

ンランドのロヴァニエミ市の都市計画を立

て、復興を牽引した人物でもあります。そして、

彼の妻であり仕事のパートナーでもあったア

イノ・アアルトの存在は、北欧デザインが世界

に広まる上で大きな役割を果たしました。本

作は2人が交わした手紙とともに、彼らの作

品と人生を辿ったドキュメンタリーです。手紙

に綴る言葉は、2人が手がけた家具や雑貨

のようにモダンでユニーク。アアルト夫妻が

世界を魅了する理由も描かれます。また、建

築物をどう利用し、存続していくか、建築家か

2023年10月25日（水）～11月5日（日）
※上映開始時間等はお問い合わせください。

会場：山口情報芸術センター　スタジオC
［料金］一般 1,500円
 any会員・25歳以下・特別割引 1,200円

© FI 2020 - Euphoria Film

アーティストから聞いたこぼれ話、
映画や本の情報など、
旬のお便りを詰め込んで、
あなたのもとへお届けします。

この曲を聴きながら旅に出よう。
シンガーソングライターである折坂悠太が10年前
にネット上で公開した楽曲を、再構築しリリース。
電車の窓から流れる景色を眺めながら聴くのが似
合うこの楽曲は、透明感がありナチュラルな音の
性質を持っている。かつてベルリンの教会の集会
場だった場所をレコーディングスタジオに改装し録
音したという。実際レコーディングでは、スタジオが
持つ音の響きを上手く取り入れるようにマイキング
がされる。終始鳴る不思議な音はギターで、2つの
ギターアンプを行き来する音をマイク2本でレコー
ディングすることで、左右に音が移動する（パンニ
ングの）様子を表現している。秋の空気感ともよく
合っていて旅に出たくなる楽曲。

中上淳二（YCAM音響スタッフ）

折坂悠太

「あけぼの（2023）」

Yamaguchi Seasonal 2023
坂本龍一＋YCAM
Forest Symphony
開催中～2023年11月5日（日）　
10:00～16:30
※火曜および11/2、3お休み

会場：常栄寺雪舟庭（山口市宮野下2001-1）

［料金］無料 

※常栄寺雪舟庭の入場料は別途必要となります。

11月25日からYCAMで始まる展覧会「Afternote 

山口市映画館の歴史」。終戦直後から1950年
代にかけて山口市には10館以上の映画館があり
ました。展覧会では、人々の記憶や資料などを通じ
て山口市の映画館の歴史を紐解きます。展示資
料の一つであるこの「流離の岸」のプレスシートは、
1956年に制作され、山口市が初のロケ地となっ
た新藤兼人監督作を紹介したもの。プレスシートと
は、映画の配給会社が映画館やマスコミに配布す
る宣伝用の資料で、当時は切って使えるようにロ
ゴやイラストが印刷されていました。

『流離の岸』プレスシート
（1956年／日本／監督：新藤兼人）
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◎中也が「山羊の歌」を出版するまでの紆余曲折が良くわかりました。 （テーマ展示「詩集『山羊の歌』」より）
◎3組とも共通の根を持ちつつ、違った良さを作り上げている。 （台Y祭  ライブコンサート「美麗島Underground」より）

◎2人の関係性が眼前に迫るようであった。 （特別企画展「草野心平と中原中也」より）
◎とてつもなくすごいものを見た。人間のエネルギーって底が見えないくらいすごい!! 中毒性がすごい!!  （ハイバイ「再生」より）
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